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モバイル市場競争促進プラン（令和５年11月７日公表）を踏まえ、以下を検討
① 通信料金の低廉化に加え、端末をニーズに応じて多様なものから選択できるようにすることも重要であり、
中古端末を含む端末市場の更なる活性化のための対策
② モバイル市場の寡占的な状況が継続していることを踏まえ、
競争を一層促進させるための実効性の高い対策

③ その他モバイル市場の競争促進に資する対策

競争検証WGにおける検討の進め方

●主な検討内容

●ヒアリング対象

・ＭＮＯ ・MVNO ・販売代理店 ・端末関係者 等

●想定スケジュール

11月 12月 2024年１月～春頃 夏頃

モバイル市場
競争促進
プラン公表

・関係者ヒアリング検討
開始

・ 個別事案の検討
・（必要に応じて）追加ヒアリング
・ 検討の方向性

・ 報告書案 ・ 報告書
取りまとめ

（パブコメ）

（11/7） （11/16） （12/4）



2第49回WGにおけるヒアリングの進め方

団体・事業者名等 発表者（敬称略）（役職） 説明 質疑

１ (株)NTTドコモ 大橋 一登 経営企画部 料金企画室長 10分

50分

２ KDDI(株) 山本 雄次 渉外・広報本部 シニアディレクター 渉外統括部長 10分

３ ソフトバンク(株)
吉岡 淳 渉外本部 通信サービス統括部 統括部長

10分
大平 泰生 渉外本部 通信サービス統括部 約款・サービス部 部長

４ 楽天モバイル(株) 小田 祐己 渉外本部 政策渉外室長 10分

５
（一社）テレコムサービス協会

MVNO委員会
中野 一弘 テレコムサービス協会 ＭＶＮＯ委員会 運営分科会主査 10分


